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一　

芝
翫
の
東
京
座
時
代

五
代
目
中
村
芝
翫
（
後
の
五
代
目
中
村
歌
右
衛
門
）
は
、
慶
応
元

（
一
八
六
五
）
年
に
生
ま
れ
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
四
代
目
芝

翫
の
養
子
と
な
り
、
中
村
児
太
郎
の
名
で
初
舞
台
を
踏
む
。
明
治
一

四
年
に
四
代
目
福
助
を
襲
名
す
る
と
、
明
治
歌
舞
伎
を
代
表
す
る
俳

優
九
代
目
市
川
團
十
郎
、
五
代
目
尾
上
菊
五
郎
ら
の
相
手
役
を
勤

め
、
美
貌
の
若
女
形
と
し
て
絶
大
な
人
気
を
得
る
。
そ
し
て
、
明
治

三
四
年
に
五
代
目
芝
翫
を
襲
名
す
る
。
そ
の
後
、
歌
舞
伎
座
幹
部
技

芸
委
員
長
、
俳
優
協
会
会
長
な
ど
を
務
め
、
女
形
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
團
菊
亡
き
後
の
歌
舞
伎
界
の
頭
領
と
し
て
活
躍
し
た
芝
翫

（
明
治
四
四
年
に
五
代
目
歌
右
衛
門
を
襲
名
）
は
、
常
に
歌
舞
伎
界
の

中
心
に
あ
り
続
け
た
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
、
團
菊
が
相
次
い
で
没

し
た
明
治
三
六
年
か
ら
三
九
年
に
か
け
て
の
三
年
近
く
の
間
、
歌
舞

伎
座
か
ら
離
れ
、
神
田
三
崎
町
の
東
京
座
を
拠
点
に
活
動
し
た
時
期

が
あ
っ
た
。
芝
翫
の
歌
舞
伎
座
離
脱
に
つ
い
て
、
そ
の
明
確
な
理
由

は
不
明
だ
が
、
も
と
も
と
折
り
合
い
の
よ
く
な
か
っ
た
歌
舞
伎
座
社

長
井
上
竹
次
郎
と
、
い
わ
ゆ
る
「
四
人
同
盟
」
な
ど
團
菊
後
を
見
越

し
た
動
き
を
い
ち
早
く
示
し
た
芝
翫
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
こ
と
、

團
十
郎
一
門
の
市
川
八
百
蔵
（
後
の
七
代
目
中
車
）
を
軸
と
す
る
歌

舞
伎
座
の
体
制
の
中
で
、
女
形
で
あ
る
芝
翫
が
座
頭
に
な
る
可
能
性

が
な
か
っ
た
こ
と
、
企
画
力
に
秀
で
人
望
も
あ
っ
た
東
京
座
座
元
・

鈴
木
金
太
郎
の
存
在
な
ど
、
複
合
的
な
要
因
が
推
測
さ
れ
て
い
る
1
。

人
気
、
実
力
と
も
に
團
菊
亡
き
後
の
歌
舞
伎
界
の
中
心
と
認
め
ら
れ

新
派
と
歌
舞
伎
の
あ
い
だ

金

子

明

雄

―
五
代
目
中
村
芝
翫
の
家
庭
小
説
劇
を
め
ぐ
っ
て
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る
立
場
に
あ
っ
た
芝
翫
は
、
井
上
の
引
退
を
契
機
と
し
て
、
大
方
の

期
待
通
り
歌
舞
伎
座
に
復
帰
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
三

年
間
は
歌
舞
伎
座
に
対
抗
す
る
か
た
ち
で
活
動
し
て
い
た
の
で
あ

る
。明

治
三
六
年
九
月
に
團
十
郎
が
亡
く
な
っ
た
時
、
既
に
歌
舞
伎
座

を
離
れ
大
阪
に
い
た
芝
翫
は
、
一
旦
は
帰
京
し
歌
舞
伎
座
に
復
帰
す

る
が
、
一
興
行
の
み
で
東
京
座
に
拠
点
を
移
す
。
そ
れ
か
ら
再
び
歌

舞
伎
座
に
復
帰
す
る
ま
で
に
芝
翫
の
加
わ
っ
た
主
な
興
行
は
次
の
通

り
で
あ
る
2
。

［
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
］

一
一
月　
「
碁
盤
忠
信
」「
日
吉
丸
稚
桜
」「
柳
沢
」

［
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
］

一
月　
　

�「
兒
雷
也
後
日
」「
板
額
」（
板
額
）「
白
石
噺
揚
屋
」「
め

組
の
喧
嘩
」

　
　
　
　
　

�

明
治
座　
「
後
藤
又
兵
衛
」「
弁
慶
上
使
」（
お
わ
さ
）

「
秋
色
桜
上
野
早
咲
」

三
月　
　
「
桐
一
葉
」（
淀
君
）「
日
本
勝
利
歌
」

四
月　
　

�「
小
楠
公
」「
桜
の
御
所
」（
小
桜
姫
）「
滑
稽
活
動
発
音

機
」

五
月　
　

新
富
座　
「
三
十
三
間
堂
棟
由
来
」（
お
柳
）

　
　
　
　
　

明
治
座　
「
敵
国
降
伏
」「
熊
野
」（
熊
野
）

七
月　
　
「
仮
名
書
太
平
記
」（
顔
世
）「
山
姥
」

　
　
　
　
　

�

明
治
座　
「
重
の
井
」（
重
の
井
）「
星
舎
露
玉
菊
」（
玉

菊
）

九
月　
　
「
不
如
帰
」（
浪
子
）「
太
閤
艶
書
合
」「
戻
り
籠
」

一
一
月　

�「
烈
女
お
藤
」「
武
悪
」「
五
重
塔
」

　
　
　
　
　

新
富
座　
「
板
額
」

［
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
］

一
月　
　
「
乳
姉
妹
」（
君
江
）「
伊
賀
越
岡
崎
」「
乗
合
船
」

　
　
　
　
　

�*

本
郷
座
（
高
田
、
河
合
ら
）「
乳
姉
妹
」
と
新
旧
二
座
競
演

と
な
る
。

二
月　
　

�

横
浜
喜
楽
座　
「
乳
姉
妹
」「
伊
賀
越
岡
崎
」「
乗
合

船
」

三
月　
　
「
魔
風
恋
風
」（
初
野
）「
熊
谷
陣
屋
」「
八
笑
人
」

五
月　
　

�「
牧
の
方
」（
牧
の
方
）「
新
版
歌
祭
文
」（
お
光
）「
操
三

番
叟
」

七
月　
　

�

大
阪
弁
天
座　
「
牧
の
方
」「
新
版
歌
祭
文
」「
熊
谷
陣

屋
」

九
月　
　

大
阪
弁
天
座　
「
楼
門
五
三
桐
」「
不
如
帰
」

　
　
　
　

�*

朝
日
座
（
喜
多
村
、
秋
月
ら
）、
中
座
（
芝
雀
、
右
之
介
ら
）

「
不
如
帰
」
と
新
旧
三
座
競
演
と
な
る
。

一
〇
月　
「
己
が
罪
」（
環
）「
壺
坂
霊
験
記
」（
お
里
）
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一
一
月　
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」（
由
良
之
助
、
戸
無
瀬
）

［
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
］

一
月　
　

�「
十
二
時
会
稽
曾
我
」「
扇
屋
熊
谷
」（
小
萩
実
は
敦
盛
）

「
三
勝
半
七
酒
屋
」（
お
園
）

二
月　
　

横
浜
喜
楽
座　
「
己
が
罪
」「
扇
屋
熊
谷
」

三
月　
　

�「
沓
手
鳥
孤
城
落
月
」（
秀
忠
、
淀
の
方
）「
本
朝
廿
四

孝
」（
八
重
垣
姫
）

四
月　
　
「
寿
永
の
秋
」（
横
笛
）「
実
録
先
代
萩
」（
浅
岡
）

　
　
　
　

*

「
寿
永
の
秋
」
は
「
滝
口
入
道
」
の
脚
色

五
月　
　

�

歌
舞
伎
座
復
帰　
「
南
都
炎
上
」「
勧
進
帳
」「
助
六
由

縁
江
戸
桜
」（
満
江
）

九
月　
　

明
治
座　
「
丸
橋
中
弥
」「
源
平
布
引
滝
」

　
　
　
　

*

二
代
目
左
団
次
襲
名
興
行

一
〇
月　

�「
信
長
異
風
行
列
」「
京
鹿
子
娘
道
成
寺
」「
傾
城
反
魂

香
」

一
一
月　

�

新
富
座
（
守
田
勘
弥
追
善
興
行
）「
鎌
倉
三
代
記
」

（
時
姫
）

　
　
　
　

歌
舞
伎
座
（
東
京
市
養
育
院
慈
善
会
演
劇
）

一
二
月　

歌
舞
伎
座
（
岡
山
孤
児
院
慈
善
芝
居
）

こ
の
時
期
の
芝
翫
の
活
動
が
、
團
菊
亡
き
後
（
さ
ら
に
明
治
三
七

年
に
は
市
川
左
団
次
が
亡
く
な
る
）
の
歌
舞
伎
の
凋
落
へ
の
危
機
意

識
に
裏
打
ち
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
危
機
の
中
心
た
る
歌
舞
伎
座
へ
の

対
抗
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
同

時
に
、
興
行
の
数
の
面
か
ら
も
、
ま
た
人
気
や
興
行
成
績
の
面
か
ら

も
、
旧
劇
を
脅
か
す
勢
い
を
示
し
つ
つ
あ
っ
た
新
派
へ
の
対
抗
が

あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
明
治
三
六
年
一
一
月
、
川
上
音
二
郎

一
座
に
よ
る
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
の
興
行
的
な
大
成
功
は
、
こ
の
後
数

年
に
わ
た
る
い
わ
ゆ
る
「
本
郷
座
の
時
代
」
の
基
盤
を
築
い
た
。
本

郷
座
は
主
に
高
田
実
・
藤
澤
浅
二
郎
ら
の
拠
点
と
な
る
が
、
川
上
一

座
、
伊
井
蓉
峰
・
河
合
武
雄
ら
の
真
砂
座
、
さ
ら
に
大
阪
で
活
動
し

て
い
た
喜
多
村
緑
郎
・
秋
月
桂
太
郎
・
小
織
桂
一
郎
な
ど
を
含
め

て
、
多
彩
な
発
信
源
か
ら
の
新
派
の
興
行
は
、
数
量
的
に
は
既
に
歌

舞
伎
を
上
ま
わ
っ
て
お
り
、
観
客
か
ら
の
支
持
も
大
き
か
っ
た
の
で

あ
る
。
旧
劇
の
時
代
物
の
領
域
に
踏
み
込
ん
だ
と
も
い
え
る
川
上
一

座
の
「
江
戸
城
明
渡
」（
高
安
月
郊
作
、
明
治
座
）
を
め
ぐ
っ
て
、
芝

翫
、
高
麗
蔵
（
後
の
七
代
目
松
本
幸
四
郎
）、
家
橘
（
後
の
十
五
代
目

市
村
羽
左
衛
門
）
ら
旧
劇
側
「
四
人
同
盟
」
の
メ
ン
バ
ー
が
粗
探
し

の
よ
う
な
批
評
を
し
た
こ
と
で
川
上
側
と
の
メ
デ
ィ
ア
を
舞
台
に
し

た
応
酬
が
あ
っ
た
の
は
三
六
年
六
月
の
こ
と
で
あ
り
、
新
派
へ
の
対

抗
意
識
は
既
に
十
分
昂
ま
っ
て
い
た
。

渡
辺
保
3
は
、
東
京
座
時
代
の
芝
翫
が
歌
舞
伎
座
と
新
派
と
い
う
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「
二
つ
の
敵
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
し
た
上
で
、
そ
の

た
め
に
三
つ
の
方
策
を
打
ち
出
し
た
と
指
摘
す
る
。
そ
の
第
一
は
、

歌
舞
伎
古
典
の
役
々
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
新
規
開
拓
で
あ
り
、

第
二
は
、
後
の
「
新
歌
舞
伎
」
の
嚆
矢
と
な
る
坪
内
逍
遙
「
桐
一
葉
」

「
沓
手
鳥
孤
城
落
月
」「
牧
の
方
」
な
ど
の
初
演
に
よ
っ
て
、
従
来
の

歌
舞
伎
に
な
か
っ
た
演
目
、
役
柄
の
開
拓
を
試
み
た
こ
と
で
あ
り
、

第
三
は
、
新
派
と
同
じ
題
材
の
現
代
劇
の
上
演
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
に
つ
い
て
、
第
一
に
関
し
て
は
、「
若
さ
と
美
貌
で

人
気
を
集
め
た
女
形
が
、
芸
の
本
当
の
美
し
さ
を
つ
く
っ
て
い
く
時

期
」
に
、
後
の
「
当
り
芸
」
と
な
る
役
々
を
手
が
け
て
、
興
行
的
に

も
成
功
し
た
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
第
二
に
関
し
て
も
、
淀
君
と

い
う
「
こ
れ
ま
で
の
歌
舞
伎
の
役
柄
に
は
な
い
役
」、
す
な
わ
ち
「
国

家
の
運
命
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
女
性
で
あ
り
、

か
つ
嫉
妬
狂
乱
い
わ
ゆ
る
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
よ
っ
て
身
を
滅
ぼ
す
悲
劇

の
人
」
を
「
一
生
の
当
り
芸
」
に
ま
で
高
め
た
功
績
を
評
価
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
三
に
関
し
て
は
「
必
ず
し
も
成
功
し
な

か
っ
た
」
と
す
る
。
芝
翫
が
手
が
け
た
こ
の
時
期
の
新
派
と
共
通
の

演
目
は
、
徳
冨
蘆
花
原
作
の
家
庭
小
説
劇
「
不
如
帰
」、
同
じ
く
菊
池

幽
芳
原
作
の
「
乳
姉
妹
」「
己
が
罪
」、
小
杉
天
外
原
作
の
小
説
劇
「
魔

風
恋
風
」
の
四
作
品
で
あ
る
が
、
喜
多
村
緑
郎
の
浪
子
（
不
如
帰
）

や
環
（
己
が
罪
）、
河
合
武
雄
の
環
や
君
江
（
乳
姉
妹
）
が
、
心
理
面

と
行
動
面
と
い
う
重
心
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
軽
快

で
、
緻
密
な
リ
ア
リ
テ
ィ
」
に
よ
っ
て
新
派
女
形
の
「
演
技
術
的
頂

点
」
を
極
め
た
と
評
価
で
き
る
の
に
対
し
て
、
芝
翫
の
そ
れ
ら
の

役
々
は
「
歌
舞
伎
の
女
形
の
芸
の
限
界

―
同
時
に
そ
の
古
典
俳
優

と
し
て
の
価
値
」
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、
芝
翫

の
演
技
の
質
と
役
柄
の
不
適
合
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

東
京
座
時
代
に
芝
翫
の
手
が
け
た
家
庭
小
説
劇
、
小
説
劇
（
束
髪

劇
）
に
対
す
る
渡
辺
の
評
価
は
概
ね
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
失
敗
の
意
味
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
こ
に
潜
在
し
た
可
能
性
に
つ

い
て
、
少
し
別
の
角
度
か
ら
考
察
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の

が
小
論
の
目
論
見
で
あ
る
。

二　
「
家
庭
小
説
」「
家
庭
小
説
劇
」
と
は
何
か

本
題
に
入
る
前
に
、
少
し
回
り
道
に
な
る
が
、
そ
も
そ
も
家
庭
小

説
劇
と
は
何
で
あ
り
、
明
治
三
〇
年
代
に
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の

か
を
確
認
し
て
お
こ
う
4
。

明
治
二
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
代
前
半
、
日
清
戦
争
の
勝
利
に

よ
っ
て
広
く
昂
揚
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
欧
米
列
強
に
肩
を
並

べ
る
一
等
国
に
相
応
し
い
文
化
・
文
学
を
希
求
す
る
社
会
的
な
風
潮

と
結
び
つ
き
、
文
学
の
領
域
に
お
い
て
、
社
会
の
中
核
と
な
る
中
流
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階
層
の
興
味
関
心
（
イ
ン
タ
レ
ス
ト
）
に
応
え
、
中
流
家
庭
で
広
く

読
ま
れ
る
べ
き
文
学
を
志
向
す
る
流
れ
を
生
み
出
す
。
来
た
る
べ
き

文
学
作
品
に
は
「
光
明
小
説
」「
社
会
小
説
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ラ

ベ
ル
が
与
え
ら
れ
た
が
、
要
す
る
に
題
材
の
幅
広
さ
と
読
者
層
の
広

さ
を
兼
ね
備
え
た
国
民
文
学
を
待
望
す
る
声
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
新
聞
を
中
心
と
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、
戦
争
関

連
情
報
と
い
う
キ
ラ
ー
・
コ
ン
テ
ン
ツ
を
失
っ
た
戦
後
状
況
の
中

で
、
メ
デ
ィ
ア
間
の
競
争
に
勝
ち
抜
い
て
発
行
部
数
を
維
持
し
、
経

営
面
で
の
生
き
残
り
を
果
た
す
課
題
に
直
面
す
る
。
課
題
克
服
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
が
試
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
は
、
幅
広
い

読
者
層
に
受
け
容
れ
ら
れ
る
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
で
あ
っ

た
。そ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
東
京
で
は
徳
冨
蘆
花
「
不
如
帰
」（『
国

民
新
聞
』
明
治
三
一
～
二
年
）
が
、
少
し
遅
れ
て
大
阪
で
は
菊
池
幽

芳
「
己
が
罪
」（『
大
阪
毎
日
新
聞
』
明
治
三
二
～
三
年
）
が
登
場
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
好
評
を
博
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
流
階
級
の
家
庭
を

舞
台
に
し
、
話
の
中
心
に
若
い
女
性
主
人
公
を
据
え
た
現
代
小
説

が
、
新
聞
各
紙
で
競
う
よ
う
に
連
載
さ
れ
る
流
れ
が
生
じ
る
。
そ
れ

ら
は
、
新
聞
の
主
要
な
読
者
層
で
も
あ
っ
た
中
流
階
層
の
家
庭
の
団

欒
の
中
で
読
ま
れ
る
べ
き
文
学
作
品
と
い
う
意
味
か
ら
「
家
庭
小

説
」
と
呼
ば
れ
、
ま
た
自
ら
角
書
き
に
「
家
庭
小
説
」
と
称
す
る
場

合
も
あ
っ
た
。
命
名
の
由
来
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
家
庭
小
説
は

も
と
も
と
内
容
的
な
定
義
に
従
う
も
の
で
は
な
い
が
、「
不
如
帰
」

「
己
が
罪
」
な
ど
が
提
供
し
た
祖
型
か
ら
、
現
代
の
上
流
階
級
（
主
に

華
族
）
の
家
庭
夫
人
で
あ
る
ヒ
ロ
イ
ン
が
、
降
り
か
か
る
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
（
家
族
の
悪
意
、
病
＝
結
核
、
恋
敵
の
妨
害
、
誘
惑
、
秘
密

の
露
呈
、
周
囲
の
誤
解
な
ど
な
ど
）
に
対
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
夫
と
の

愛
情
関
係
を
恃
ん
で
立
ち
向
か
い
（
あ
る
い
は
、
ひ
た
す
ら
堪
え
忍

び
）、
幸
福
を
得
る
（
あ
る
い
は
、
悲
劇
的
な
末
路
に
至
る
）
物
語
パ

タ
ー
ン
を
一
つ
の
典
型
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
新
派
に
よ
る
舞
台
上
演
と
の
強
固
な
イ
メ
ー
ジ

連
携
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
派
が
上
演
す
る
悲
劇
的
な

演
目
、
い
わ
ゆ
る
「
新
派
悲
劇
」
と
同
一
視
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、

ま
た
「
家
庭
小
説
」
の
角
書
き
を
付
し
た
廉
価
版
の
通
俗
小
説
本
が

大
量
に
出
版
さ
れ
る
事
態
が
生
起
す
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
実
際
の

と
こ
ろ
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
家
庭
小
説
の
境
界
線
は
曖
昧
で
あ
り
、

正
確
な
作
品
リ
ス
ト
を
提
供
す
る
の
は
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。家

庭
小
説
の
流
行
が
始
ま
っ
た
時
期
、
大
阪
朝
日
座
を
拠
点
と
し

て
活
動
し
て
い
た
高
田
実
、
喜
多
村
緑
郎
、
河
合
武
雄
ら
の
新
派
勢

は
、
い
ち
早
く
新
し
い
新
聞
小
説
の
流
行
に
反
応
し
、
明
治
三
三
年

一
〇
月
に
菊
池
幽
芳
「
己
が
罪
」（
前
編
）
を
上
演
し
、
翌
三
四
年
二
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月
に
は
徳
冨
蘆
花
「
不
如
帰
」
の
初
演
を
果
た
す
。
ま
た
、
同
年
六

月
に
は
実
作
と
理
論
の
両
面
で
家
庭
小
説
ジ
ャ
ン
ル
を
先
導
し
た
菊

池
幽
芳
の
所
属
す
る
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
懸
賞
小
説
当
選
作
品
・
中

村
春
雨
「
無
花
果
」
を
、
三
五
年
六
月
に
は
尾
崎
紅
葉
「
金
色
夜
叉
」

を
、
三
六
年
九
月
に
は
菊
池
幽
芳
「
己
が
罪
」（
後
編
）
を
上
演
し
、

家
庭
小
説
系
統
の
現
代
小
説
劇
を
継
続
的
に
上
演
す
る
流
れ
を
生
み

出
す
。
そ
し
て
、
三
七
年
一
月
に
は
菊
池
幽
芳
「
乳
姉
妹
」
を
朝
日

座
で
河
合
、
高
田
ら
が
、
天
満
座
で
喜
多
村
ら
が
新
派
二
座
競
演
の

か
た
ち
で
初
演
す
る
。
こ
の
間
、
明
治
三
六
年
四
月
に
は
、
大
阪
で

の
上
演
を
承
け
て
東
京
本
郷
座
で
木
下
吉
之
助
、
藤
沢
浅
二
郎
、
佐

藤
歳
三
ら
が
「
不
如
帰
」
を
上
演
し
、
そ
の
好
評
が
東
京
で
の
家
庭

小
説
劇
上
演
の
ブ
ー
ム
を
先
導
す
る
。
三
七
年
の
高
田
、
河
合
の
帰

京
が
こ
の
流
れ
に
棹
さ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
本
郷
座
の
時
代
」
に
主

要
な
家
庭
小
説
劇
が
新
派
の
定
番
演
目
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
に
な

る
。
新
派
に
よ
る
家
庭
小
説
劇
の
ヒ
ッ
ト
は
、
文
学
の
側
に
環
流
し
、

小
説
と
演
劇
を
架
橋
す
る
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
現
象
と
し
て
家
庭

小
説
の
ブ
ー
ム
は
さ
ら
に
勢
い
を
増
す
。
三
八
年
九
月
に
、
大
阪
に

来
た
芝
翫
が
弁
天
座
で
「
不
如
帰
」
を
上
演
し
、
中
座
の
芝
雀
（
後

の
三
代
目
雀
右
衛
門
）、
右
之
助
（
後
の
二
代
目
右
団
次
）
ら
、
朝
日

座
の
喜
多
村
、
高
田
、
秋
月
ら
と
「
不
如
帰
」
新
旧
三
座
競
演
と
な
っ

て
大
い
に
話
題
を
呼
ぶ
の
は
、
大
阪
で
の
家
庭
小
説
劇
の
定
着
と
、

東
京
で
の
「
不
如
帰
」
ブ
ー
ム
が
合
流
し
た
現
象
と
い
え
る
の
で
あ

る
。内

容
、
演
出
の
両
面
で
現
代
性
を
押
し
出
せ
る
家
庭
小
説
劇
は
、

男
女
を
問
わ
ず
青
年
知
識
人
層
の
興
味
関
心
を
惹
く
こ
と
が
期
待
で

き
る
と
同
時
に
、
ヒ
ロ
イ
ン
を
主
軸
に
し
た
物
語
展
開
は
、
女
形
と

し
て
の
演
技
に
見
せ
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
自
分
た
ち

の
志
向
に
合
致
し
た
独
自
の
演
目
を
探
し
求
め
て
い
た
新
派
勢
に
、

家
庭
小
説
が
恰
好
の
題
材
と
映
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
そ
し
て
、
家
庭
小
説
作
品
の
上
演
の
流
れ
が
興
行
的
に
も
、

演
劇
と
し
て
の
評
価
の
面
で
も
大
き
な
成
功
を
収
め
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
小
説
の
新
聞
連
載
と
そ
の
上
演
が
一
つ
の
サ
イ
ク
ル
と
し
て
持

続
性
を
帯
び
る
よ
う
に
な
り
、
物
語
の
性
格
と
相
俟
っ
て
新
派
に
独

自
の
演
技
法
や
演
出
法
を
練
り
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
し
か

し
、
時
に
ブ
ー
ム
と
呼
べ
る
想
像
を
絶
し
た
熱
狂
的
な
受
容
は
、
原

作
と
し
て
の
小
説
と
舞
台
作
品
と
い
う
互
い
の
独
立
性
を
曖
昧
に
す

る
力
学
的
作
用
を
も
た
ら
し
た
。
明
治
三
〇
年
代
の
末
に
な
る
と
、

新
派
に
よ
る
上
演
を
掲
載
紙
の
販
売
促
進
に
活
用
し
よ
う
と
し
た
新

聞
メ
デ
ィ
ア
の
思
惑
と
も
連
動
し
て
、
舞
台
化
を
期
待
し
て
新
聞
小

説
を
読
む
こ
と
が
広
く
一
般
化
す
る
よ
う
に
な
り
、
掲
載
す
る
側
も

連
載
小
説
の
舞
台
化
を
既
定
路
線
と
み
な
す
一
方
、
上
演
す
る
側
に

も
い
ち
早
く
舞
台
に
掛
け
る
こ
と
に
興
行
的
価
値
を
見
出
す
発
想
が
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生
ま
れ
、
家
庭
小
説
系
統
の
連
載
小
説
と
新
派
に
よ
る
上
演
は
ほ
と

ん
ど
一
体
と
見
な
せ
る
ほ
ど
に
関
係
を
深
め
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

他
方
、
家
庭
小
説
の
流
行
に
与
っ
た
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
現
象
の

側
面
は
、
必
ず
し
も
文
学
や
演
劇
の
領
域
に
限
定
さ
れ
な
い
も
の
で

あ
り
、
有
名
作
品
の
続
編
群
、
脇
役
的
登
場
人
物
に
光
を
当
て
た
ス

ピ
ン
オ
フ
作
品
群
、
詩
歌
や
演
歌
、
画
集
（
絵
巻
・
画
譜
）
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
間
翻
訳
（
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
作
品
群
が
大
量
に
出
現
し
、
家

庭
小
説
的
モ
チ
ー
フ
に
関
わ
る
マ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
る
。

肥
大
化
し
た
マ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
と
の
抜
き
差
し
な
ら
な
い
関
係
は
、

文
学
の
領
域
に
お
い
て
は
、
自
然
主
義
文
学
を
主
軸
と
す
る
文
学
本

流
の
圏
外
に
家
庭
小
説
を
認
識
さ
せ
る
力
と
し
て
作
用
し
、
演
劇
の

領
域
に
お
い
て
は
、「
不
如
帰
」「
金
色
夜
叉
」「
己
が
罪
」「
女
夫
波
」

（
田
口
掬
汀
）
な
ど
、
代
表
的
な
家
庭
小
説
劇
が
地
域
を
問
わ
ず
集
中

豪
雨
的
に
上
演
さ
れ
る
事
態
の
進
行
を
経
て
、
家
庭
小
説
劇
の
演
目

と
し
て
の
価
値
の
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
招
来
す
る
の
で
あ
る
。

い
さ
さ
か
話
を
急
ぎ
す
ぎ
た
か
も
知
れ
な
い
。
芝
翫
と
新
派
の
戦

い
が
展
開
す
る
明
治
三
〇
年
代
後
半
に
話
を
戻
そ
う
。

三　

芝
翫
の
家
庭
小
説
劇
の
評
価

ま
ず
、
渡
辺
保
に
「
必
ず
し
も
成
功
し
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
た
芝

翫
の
家
庭
小
説
劇
の
評
価
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
劇
評
を
改
め
て
確

認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
。

肯
定
的
に
評
価
す
る
に
せ
よ
、
役
柄
に
合
わ
な
い
と
否
定
的
に
捉

え
る
に
せ
よ
、
現
代
女
性
を
演
じ
る
芝
翫
の
気
品
や
気
位
を
指
摘
す

る
評
は
数
多
く
見
ら
れ
る
。『
読
売
新
聞
』
で
の
正
宗
白
鳥
の
劇
評

は
、
芝
翫
の
気
品
あ
る
美
し
さ
、
威
厳
あ
る
態
度
へ
の
一
貫
し
た
肯

定
的
評
価
を
代
表
す
る
。

芝
翫
の
初
野
ハ
神
々
し
い
位
で
、
田
舎
出
の
女
学
生
と
ハ
思
は

れ
ぬ
美
し
さ
、
芳
江
の
贈
物
を
拒
絶
す
る
工
合
も
勝
気
の
女
た

る
趣
十
分
（
白
鳥
「
東
京
座
の
魔
風
恋
風
」『
読
売
新
聞
』
Ｍ

38
・
3
・
24
）

発
狂
の
所
ハ
桐
一
葉
以
来
の
技
倆
を
あ
ら
は
し
た
る
が
、
旧
劇

じ
み
た
る
ハ
不
調
和
、
台
詞
の
折
々
七
五
調
に
な
る
所
あ
れ

ど
、
伝
蔵
が
罪
を
蔽
う
て
華
族
と
結
婚
し
て
孫
を
生
ん
で
く
れ

と
勧
め
る
を
否
む
所
哀
深
く
、「
華
族
様
の
子
で
な
く
て
ハ
あ

な
た
の
孫
で
ハ
な
い
の
で
す
か
」
と
の
哀
れ
な
言
葉
ハ
見
物
の

胸
を
抉
る
文
字
な
り
。
脅
迫
を
斥
け
る
所
ハ
凛
と
し
て
犯
す
べ

か
ら
ざ
る
態
度
あ
り
、
不
如
帰
で
千
々
岩
を
斥
け
、
乳
姉
妹
で

高
濱
に
反
抗
す
る
と
同
じ
く
、
芝
翫
独
得
の
女
子
の
威
厳
を
見
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せ
て
心
地
よ
し
。（
白
鳥
「
●
東
京
座
の
「
己
が
罪
」」『
読
売
新

聞
』
Ｍ
38
・
11
・
1
）

芝
翫
の
気
品
の
高
さ
、
威
厳
あ
る
態
度
へ
の
評
価
が
、
同
時
代
に

広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、「
不
如
帰
」
の
同
じ
場
面
に
言
及
す

る
次
の
評
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

千
々
岩
が
艶
書
の
事
を
云
ひ
出
す
の
を
キ
ツ
パ
リ
と
退
け
、

「
マ
ア
失
礼
な
、
私
も
川
島
夫
人
で
す
」
と
い
ふ
辺
の
気
位
の
高

さ
、
新
派
の
木
下
杯
比
べ
る
の
は
勿
体
な
い
位
な
も
の
だ
つ

た
。（
三
木
竹
二
・
真
如
女
史
「
東
京
座
の
不
如
帰
」『
歌
舞
伎
』

Ｍ
37
・
10
）

そ
の
一
方
で
白
鳥
も
「
旧
劇
じ
み
た
る
ハ
不
調
和
」
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
違
和
感
は
、
多
く
の
場
合
、
具
体
的
な
物
語
の
展
開

や
設
定
に
そ
ぐ
わ
な
い
品
格
の
高
さ
そ
の
も
の
に
見
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
が
最
も
顕
著
に
現
れ
る
の
は
、
本
当
は
乳
母
の
娘
で
あ
る

君
江
が
華
族
の
令
嬢
に
な
り
す
ま
し
て
爵
位
の
継
承
者
と
の
結
婚
を

果
た
そ
う
と
す
る
「
乳
姉
妹
」
の
場
合
で
あ
る
。
芝
翫
の
君
江
は
新

旧
競
演
と
な
っ
た
河
合
の
君
江
と
の
比
較
に
お
い
て
批
評
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

顔
に
品
の
あ
る
処
へ
束
髪
に
し
て
着
付
も
好
く
、
形
が
何
と
な

く
極
り
過
ぎ
て
升
か
ら
、
此
方
が
華
族
の
娘
に
思
は
れ
（
略
）

（
芹
影
女
「
乳
姉
妹
く
ら
べ
」『
歌
舞
伎
』
Ｍ
38
・
2
）

▲
河
合
の
君
江
ハ
何
と
な
く
一
物
あ
り
げ
な
る
女
に
見
え
調
子

の
メ
リ
ハ
リ
例
の
通
り
キ
ツ
パ
リ
と
し
た
る
ハ
無
論
歌
舞
伎
派

と
の
行
方
ハ
違
へ
ど
芝
翫
の
短
所
に
し
て
此
の
優
の
長
所
な

り
、
只
品
格
と
舞
台
の
貫
目
と
に
於
て
芝
翫
に
打
負
た
る
ハ
是

非
な
し
▲
物
に
譬
へ
て
言
へ
バ
、
芝
翫
の
ハ
錦
の
襠
を
仕
立
て

直
せ
し
書
生
羽
織
な
り
、
河
合
の
ハ
大
島
紬
を
裁
卸
し
た
る
書

生
羽
織
な
り
錦
と
紬
、
代
物
の
高
下
い
づ
れ
に
ハ
論
な
け
れ
ど

書
生
羽
織
に
し
て
ハ
彼
れ
よ
り
も
此
れ
の
方
ふ
さ
は
し
ゝ
と
い

は
ん
の
み
（
青
々
園
「
●
乳
姉
妹
く
ら
べ
（
二
）」『
都
新
聞
』

Ｍ
38
・
1
・
9
）

河
合
の
君
江
ハ
、
今
時
の
令
嬢
を
舞
台
に
登
せ
た
や
う
で
あ

る
。
芝
翫
の
君
江
ハ
歴
史
上
の
人
物
が
復
活
し
て
来
た
や
う
で

あ
る
。
両
者
の
優
劣
ハ
写
真
と
絵
画
と
の
優
劣
で
あ
る
（「
そ
の

日
そ
の
日
」『
読
売
新
聞
』
Ｍ
38
・
1
・
21
）

こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
現
代
女
性
と
し
て
は
立
派
す
ぎ
る
芝
翫
の
演
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技
へ
の
批
評
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
か
た
ち
で
、
芝
翫
の
家
庭
小
説

劇
、
小
説
劇
上
演
の
試
み
に
つ
い
て
も
、
伊
原
青
々
園
が
、
鳶
が
鷲

の
取
っ
た
魚
を
奪
う
譬
え
話
の
中
で
「
何
ん
な
に
旨
ひ
だ
ら
う
と
皆

で
食
べ
て
見
ま
し
た
が
、
然
し
な
が
ら
其
の
味
ひ
ハ
是
れ
ま
で
食
べ

つ
け
た
油
揚
ほ
ど
で
な
か
つ
た
の
で
、（
略
）
ム
ダ
な
事
に
骨
を
折
る

な
と
い
ふ
諺
」（
青
々
園
「
●
乳
姉
妹
く
ら
べ
（
一
）」『
都
新
聞
』
Ｍ

38
・
1
・
6
）
と
揶
揄
し
て
い
る
よ
う
に
、
否
定
的
な
評
価
が
多
く
、

三
木
竹
二
も
史
劇
の
試
み
を
評
価
す
る
一
方
で
、
小
説
劇
に
つ
い
て

は
次
の
よ
う
に
切
り
捨
て
る
。

彼
は
昨
年
か
ら
写
実
劇
の
領
分
に
切
入
つ
た
が
、
本
年
演
じ
た

乳
姉
妹
の
君
江
と
魔
風
恋
風
の
初
野
に
就
て
は
、
只
持
前
の
品

格
と
容
貌
、
之
に
加
る
に
女
ら
し
き
動
作
と
一
二
の
新
俳
優
に

模
倣
し
難
き
鮮
明
な
る
表
情
が
優
れ
て
居
る
と
い
ふ
丈
で
、
科

白
が
や
ゝ
も
す
れ
ば
旧
式
に
傾
い
て
、
到
底
明
治
式
の
女
性
を

活
現
し
た
り
と
い
ひ
難
く
、
此
方
面
で
成
効
す
べ
き
望
も
、
今

日
の
処
で
は
殆
ど
認
め
ら
れ
ぬ
。（
三
木
竹
二
「
昨
年
の
劇
壇
」

『
歌
舞
伎
』
Ｍ
39
・
1
）

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
否
定
的
な
評
価
は
、「
流
行
を
追
ふ
て
猥
褻

卑
野
の
も
の
を
自
ら
選
み
て
脚
本
と
す
る
」（
竹
の
屋
主
人
「
●
東
京

座
の
牧
の
方
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
Ｍ
38
・
5
・
22
）
と
い
う
評
言
か

ら
も
窺
え
る
、
家
庭
小
説
劇
、
小
説
劇
そ
の
も
の
に
対
す
る
も
と
も

と
の
否
定
的
な
評
価
と
か
か
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
歌
舞
伎

の
劇
評
家
の
ほ
と
ん
ど
は
、
旧
来
か
ら
の
歌
舞
伎
に
深
く
親
し
ん
で

き
た
人
々
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
渡
辺
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
芝
翫
の

家
庭
小
説
劇
、
小
説
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
俳
優
と
し
て
の

芝
翫
の
資
質
と
一
致
し
な
い
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
家
庭
小
説
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン

と
な
る
若
い
女
性
の
現
代
性
そ
の
も
の
の
実
質
で
あ
る
。

四　

家
庭
小
説
劇
ヒ
ロ
イ
ン
の
同
時
代
的
リ
ア
リ
テ
ィ

こ
の
小
説
の
主
人
公
環
は
美
貌
で
柔
順
な
処
だ
け
が
長
所
だ
。

柔
順
な
性
質
は
婦
人
の
美
徳
に
は
相
違
な
い
が
、
そ
れ
は
確
固

た
る
意
志
あ
り
覚
悟
あ
つ
て
の
上
の
事
で
、
他
人
の
誘
拐
や
脅

迫
の
為
に
左
右
せ
ら
れ
る
様
で
は
、
寧
ろ
其
人
は
痴
愚
に
近

く
、
そ
れ
が
為
に
罪
悪
を
犯
し
、
そ
れ
が
為
に
煩
悶
す
る
の
は

自
業
自
得
で
、
憐
む
べ
き
境
遇
に
は
相
違
な
い
が
、
同
情
の
涙

は
灑
が
れ
ぬ
（
三
木
竹
二
・
真
如
女
史
「
東
京
座
の
合
評
」『
歌

舞
伎
』
Ｍ
38
・
11
）

三
木
竹
二
の
「
己
が
罪
」
評
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
性
格
に
踏
み
込
ん
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だ
見
解
を
示
し
て
お
り
、
大
変
興
味
深
い
。「
己
が
罪
」
の
ヒ
ロ
イ
ン

箕
輪
環
は
、
大
阪
か
ら
単
身
東
京
に
来
て
学
ぶ
女
学
生
な
の
だ
が
、

不
良
医
学
生
塚
口
に
欺
か
れ
妊
娠
し
て
し
ま
う
。
故
郷
に
許
嫁
の

あ
っ
た
塚
口
に
捨
て
ら
れ
た
環
は
、
身
投
げ
し
よ
う
と
す
る
も
果
た

せ
ず
、
偶
然
救
わ
れ
た
老
女
の
元
で
出
産
す
る
が
、
そ
の
際
に
錯
乱

し
て
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
を
手
に
掛
け
よ
う
と
し
て
し
ま

う
。
救
わ
れ
た
赤
ん
坊
は
秘
密
裏
に
里
子
に
出
さ
れ
、
傷
心
の
環
は

父
親
の
元
に
連
れ
帰
ら
れ
る
。
こ
れ
が
物
語
の
序
盤
で
提
示
さ
れ
る

環
の
罪
で
あ
る
。
物
語
の
中
盤
は
、
娘
の
幸
福
を
願
う
父
伝
蔵
の

た
っ
て
の
願
い
を
受
け
入
れ
て
、
秘
密
を
か
か
え
た
ま
ま
桜
戸
子
爵

に
嫁
い
だ
環
が
、
今
度
は
潔
癖
な
子
爵
へ
の
愛
ゆ
え
に
自
ら
の
秘
密

を
守
り
抜
か
ね
ば
な
ら
な
い
立
場
に
追
い
込
ま
れ
て
直
面
す
る
試
練

の
数
々
と
、
房
州
海
岸
で
偶
然
巡
り
会
っ
た
里
子
に
出
し
た
最
初
の

子
供
と
、
子
爵
と
の
間
に
も
う
け
た
子
供
を
海
の
事
故
で
一
挙
に
失

う
悲
劇
的
結
末
を
描
く
。
そ
し
て
、
遭
難
事
故
を
契
機
に
露
呈
し
た

自
ら
の
過
去
に
よ
っ
て
子
爵
と
の
愛
情
関
係
を
失
っ
た
環
が
、
熱
病

に
罹
っ
た
子
爵
に
無
私
の
愛
を
注
ぎ
、
献
身
的
に
看
護
す
る
こ
と
で

子
爵
か
ら
の
愛
を
回
復
す
る
物
語
が
終
盤
を
構
成
す
る
。
こ
の
よ
う

な
「
己
が
罪
」
の
物
語
に
つ
い
て
、
環
が
当
時
の
い
わ
ゆ
る
「
堕
落

女
学
生
」
で
あ
っ
て
、
桜
戸
子
爵
に
去
ら
れ
る
の
も
自
業
自
得
で
あ

る
に
過
ぎ
ず
少
し
も
同
情
で
き
な
い
と
い
う
批
判
は
、
実
際
の
と
こ

ろ
少
な
く
な
い
5
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
作
品
に
対
す
る
好
意
的

評
価
は
、
環
に
と
っ
て
不
可
抗
力
と
も
い
え
る
罪
の
数
々
ゆ
え
に
、

夫
と
の
愛
情
関
係
を
維
持
し
、
夫
か
ら
の
愛
を
回
復
す
る
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
苦
難
に
ひ
た
す
ら
堪
え
る
環
へ
の
同
情
を
土
台
と
し
て
お

り
、
小
説
に
し
ろ
演
劇
に
し
ろ
、
こ
の
作
品
へ
の
支
持
は
そ
の
よ
う

な
受
容
を
条
件
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
小
説
に
向

け
ら
れ
た
三
木
の
評
言
が
、
ヒ
ロ
イ
ン
環
を
道
徳
的
に
裁
断
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
明
確
で
な
い
が
、
反
語
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
に

せ
よ
、
こ
の
芝
居
を
好
意
的
に
見
よ
う
と
す
る
観
客
の
立
場
か
ら
、

登
場
人
物
と
し
て
の
環
に
求
め
ら
れ
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
示
し

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
環
は
「
確
固
た
る
意
志
あ
り

覚
悟
あ
つ
て
の
上
」
で
苦
難
に
耐
え
る
人
物
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
心
理
的
リ
ア
リ
テ
ィ
を
欠
い
た
環
の
造
型
は
、
彼
女
を

「
痴
愚
」
に
し
か
見
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
姿
が
「
痴
愚
」
に
見
え
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
襲
い
か

か
っ
て
く
る
試
練
や
苦
難
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
ひ
た
す
ら
堪
え

る
受
動
的
な
姿
勢
は
、
家
庭
小
説
に
お
馴
染
み
の
ヒ
ロ
イ
ン
像
で
あ

る
6
。「
不
如
帰
」
は
、
夫
婦
愛
に
よ
っ
て
結
び
つ
く
武
雄
と
の
関
係

の
持
続
を
望
む
浪
子
に
、
千
々
岩
の
誘
惑
や
姑
の
振
り
か
ざ
す
家
の

論
理
、
結
核
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
が
襲
い
か
か
っ
て
く
る
物

語
で
あ
る
が
、
不
在
が
ち
の
夫
は
妻
と
共
に
苦
難
に
立
ち
向
か
う
こ
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と
は
な
く
、
浪
子
に
で
き
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
一
人
試
練
に
堪
え
、
武

雄
へ
の
思
い
を
守
り
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。「
金
色
夜
叉
」
の
宮
の
場

合
、
資
産
家
の
息
子
富
山
唯
継
を
結
婚
相
手
に
選
ぶ
序
盤
を
除
け

ば
、
自
ら
を
恨
む
貫
一
に
ひ
た
す
ら
赦
し
を
乞
う
存
在
に
な
っ
て
し

ま
う
。
こ
の
場
合
、
愛
さ
れ
た
い
と
願
う
相
手
が
そ
の
願
望
の
最
大

の
障
害
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
貫
一
の
赦
し
を
待
ち
続
け
る
し
か

な
い
受
動
的
な
態
度
は
、
物
語
そ
の
も
の
を
停
滞
さ
せ
る
原
因
と

な
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
家
庭
小
説
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
受
動
性
に
は
二
つ
の
側
面

を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
家
庭
小
説
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
ま
ず
愛
の

主
体
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
性
格
を
特
徴
づ
け
る
大
き
な
要
素
な
の

だ
が
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
守
り
た
い
あ
る
い
は
成
就
さ
せ
た
い
と
願
う
愛

情
で
結
ば
れ
た
関
係
は
、
対
象
が
夫
で
あ
る
に
せ
よ
、
結
ば
れ
る
こ

と
を
望
む
異
性
や
家
族
の
中
の
誰
か
を
対
象
に
す
る
に
せ
よ
、
そ
も

そ
も
相
手
の
恣
意
に
左
右
さ
れ
る
、
そ
れ
自
体
き
わ
め
て
受
動
的
な

関
係
性
な
の
で
あ
る
。
ヒ
ロ
イ
ン
が
外
国
人
女
性
と
設
定
さ
れ
て
い

る
「
無
花
果
」
の
よ
う
な
場
合
を
例
外
と
し
て
、
ヒ
ロ
イ
ン
は
心
の

内
に
あ
る
相
手
へ
の
思
い
を
、
相
手
に
向
け
た
能
動
的
な
働
き
か
け

に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
滅
多
に
な
く
、
ひ
た
す
ら
慎
ま
し
く
自
分
の

思
い
に
相
手
が
応
え
て
く
れ
る
こ
と
を
待
ち
続
け
る
の
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
い
わ
ば
愛
の
客
体
と
し
て
の
自
己
像
を
内
面
化
し
た
主
体

の
受
動
性
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
構
築
し
よ
う
と
す
る
愛
情
関
係
を
危
機

に
陥
ら
せ
る
障
害
へ
の
対
応
に
も
波
及
し
て
お
り
、
こ
れ
が
ヒ
ロ
イ

ン
の
受
動
性
の
も
う
一
つ
の
側
面
と
な
る
。
ヒ
ロ
イ
ン
が
秘
匿
し
て

お
き
た
い
秘
密
を
抱
え
る
と
い
う
物
語
展
開
に
典
型
的
な
よ
う
に
、

家
庭
小
説
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
外
部
に
働
き
か
け

て
何
か
を
劇
的
に
変
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
状
況
を
悪
い
方

向
に
変
え
な
い
よ
う
に
持
続
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
変

え
る
こ
と
を
望
む
場
合
も
、
受
動
性
の
第
一
の
側
面
と
関
連
し
て
、

外
部
へ
の
働
き
か
け
の
手
段
が
あ
ら
か
じ
め
封
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。
そ
の
た
め
、
ヒ
ロ
イ
ン
は
襲
っ
て
く
る
苦
難
や
試
練
に
翻

弄
さ
れ
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
堪
え
る
こ
と
で
難
局
を
切
り
抜
け
よ
う

と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
二
重
の
受
動
性
は
、
そ
れ
自
体

き
わ
め
て
こ
の
時
代
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
的
な
問
題
機
制
で
あ
る
に
違

い
な
い
が
、
自
ら
を
翻
弄
す
る
苛
酷
な
運
命
に
堪
え
る
表
層
の
振
る

舞
い
に
、「
確
固
た
る
意
志
」
や
「
覚
悟
」
と
い
う
内
面
性
を
与
え
る

こ
と
に
成
功
し
た
の
が
新
派
女
形
の
演
技
術
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
そ
れ
こ
そ
が
、
家
庭
小
説
劇
か
ら
「
新
派
悲
劇
」
と
い
う
定
番

演
目
の
系
列
化
を
可
能
に
し
た
条
件
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
点

に
お
い
て
、
芝
翫
の
歌
舞
伎
女
形
の
演
技
術
は
新
派
の
後
塵
を
拝
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
家
庭
小
説
が
現
代
的
な
存
在
と
し
て
形
象
化
し
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た
の
は
、
ひ
た
す
ら
堪
え
忍
ぶ
悲
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
だ
け
で
は
な
い
。

自
分
が
望
む
君
江
は
故
菊
五
郎
の
扮
し
た
天
一
坊
の
様
に
、
如

何
に
作
り
澄
し
て
も
、
見
物
か
ら
は
偽
者
だ
と
い
ふ
事
が
解
る

程
に
あ
り
た
い
と
い
ふ
の
で
、
芝
翫
の
君
江
を
褒
め
る
某
評
家

の
様
な
人
は
、
故
人
家
橘
の
天
一
坊
を
見
て
、
偽
者
に
な
ら
ぬ

間
が
、
如
何
に
も
将
軍
の
落
胤
ら
し
く
て
好
い
と
云
は
れ
る
様

な
も
の
だ
と
思
ひ
升
。（
略
）
原
作
か
ら
見
て
も
、「
勝
気
な
性

格
」「
権
の
あ
る
活
々
し
た
る
貌
」、「
明
快
な
る
聲
音
」、「
媚
あ

る
眼
」
な
ど
と
あ
る
條
件
の
多
く
が
、
孰
も
河
合
に
一
致
し
て
、

芝
翫
に
は
一
致
し
ま
せ
ん
。
芝
翫
は
「
純
潔
な
る
容
貌
」、「
閑

雅
な
る
態
度
」、「
沈
着
い
た
犯
し
難
い
儀
容
」
な
ど
と
原
作
に

記
さ
れ
た
房
江
に
扮
し
て
、
恋
譲
の
場
で
見
物
を
締
め
る
処
へ

眼
を
附
け
な
か
つ
た
の
が
誤
り
で
、
自
分
達
は
寧
ろ
芝
翫
が
君

江
の
役
に
成
効
せ
ぬ
の
を
頼
母
し
い
と
思
つ
て
居
る
の
で
す
。

（
三
木
竹
二
「
一
月
の
劇
壇
」『
歌
舞
伎
』
Ｍ
38
・
2
）

三
木
が
「
乳
姉
妹
」
の
君
江
役
に
望
ん
で
い
る
の
は
、
俳
優
が
貴

婦
人
を
演
じ
る
の
で
は
な
く
、
俳
優
が
貴
婦
人
の
演
技
を
し
て
い
る

登
場
人
物
を
演
じ
る
こ
と
で
あ
る
。「
乳
姉
妹
」
は
、
余
儀
な
い
秘
密

結
婚
で
生
ま
れ
た
華
族
の
令
嬢
と
そ
の
母
親
の
乳
母
の
娘
が
、
令
嬢

の
実
母
の
事
故
死
に
続
く
偶
然
の
成
り
行
き
か
ら
二
人
し
て
乳
母
の

実
子
と
し
て
美
し
く
成
長
し
た
後
、
初
め
て
事
情
を
知
っ
た
乳
母
の

娘
君
江
が
、
妹
と
し
て
育
て
ら
れ
た
令
嬢
房
江
に
真
実
を
告
げ
ず

に
、
父
で
あ
る
侯
爵
松
平
昭
定
の
前
に
自
ら
令
嬢
と
名
乗
り
出
て
、

そ
の
爵
位
の
後
継
者
で
あ
る
昭
信
と
の
結
婚
を
果
た
そ
う
と
す
る
物

語
で
あ
る
。
君
江
は
、
真
実
が
露
顕
し
そ
う
に
な
る
危
機
を
何
度
も

乗
り
越
え
、
よ
う
や
く
昭
信
と
の
結
婚
に
こ
ぎ
つ
け
る
が
、
結
婚
式

の
当
日
に
女
学
生
時
代
に
結
婚
を
約
束
し
た
冒
険
青
年
高
濱
勇
に
襲

わ
れ
命
を
落
と
す
。
君
江
の
遺
書
に
よ
っ
て
真
実
が
明
ら
か
に
な

り
、
好
意
を
感
じ
て
い
た
昭
信
か
ら
の
求
愛
を
姉
の
た
め
に
拒
ん
で

い
た
房
江
は
、
本
物
の
侯
爵
令
嬢
と
し
て
昭
信
と
結
ば
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
話
の
展
開
か
ら
考
え
て
、
三
木
の
注
文
は
い
た
っ
て
正
当
な

の
だ
が
、
果
た
し
て
君
江
は
女
天
一
坊
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
乳
姉
妹
」
に
お
い
て
、
私
心
な
く
自
己
を
磨
き
、
与
え
ら
れ
た
場

所
で
生
き
る
こ
と
に
幸
福
を
感
じ
る
「
野
に
咲
く
菫
」
の
よ
う
な
房

江
に
対
し
て
、
君
江
は
野
心
の
あ
る
女
性
で
あ
り
、
自
己
を
磨
く
こ

と
を
よ
り
良
い
結
婚
相
手
を
見
つ
け
る
手
段
と
考
え
て
い
る
。
君
江

の
強
い
向
上
心
は
、
結
婚
を
通
し
た
社
会
的
上
昇
（
立
身
出
世
）
の

願
望
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
君
江
と
房
江
は
対
照
的

な
性
格
を
与
え
ら
れ
た
姉
妹
な
の
だ
が
、
こ
の
時
代
の
女
子
教
育
が

い
わ
ゆ
る
良
妻
賢
母
を
到
達
目
標
と
し
た
自
己
陶
冶
や
修
養
の
場
で
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あ
り
、
学
校
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
中
流
階
層

の
子
女
の
花
嫁
修
業
の
一
環
と
い
う
側
面
を
有
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
自
己
を
磨
く
こ
と
を
よ
り
良
い
結
婚
の
手
段
と
あ
か
ら
さ

ま
に
捉
え
る
こ
と
に
抑
圧
的
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
を
野
心
や
虚
栄

心
と
し
て
戒
め
て
い
た
こ
と
を
背
景
に
置
く
と
、
自
ら
決
し
て
押
し

出
す
こ
と
の
な
い
輝
き
が
自
ず
と
見
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
良
縁

を
得
る
房
江
が
、
こ
の
時
代
の
女
子
教
育
に
お
け
る
規
範
的
女
性
像

を
体
現
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
結
婚
を
通
し
て
の
自
己
実
現
の
願

望
を
あ
か
ら
さ
ま
に
表
に
出
し
て
し
ま
う
君
江
は
、
規
範
的
女
性
像

の
抑
圧
さ
れ
た
無
意
識
を
可
視
化
し
て
お
り
、
そ
の
虚
栄
心
や
野
心

を
批
判
さ
れ
る
べ
き
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
乳
姉
妹
」

の
物
語
の
展
開
は
、
君
江
に
と
っ
て
悲
劇
的
で
は
あ
っ
て
も
、
必
ず

し
も
否
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。

愛
す
る
昭
信
の
配
偶
者
に
相
応
し
い
女
性
に
な
ろ
う
と
す
る
君
江

は
自
己
を
磨
き
、
ま
さ
に
貴
婦
人
に
成
長
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
成
長
は
、
君
江
の
美
貌
を
よ
り
一
層
輝
か
せ
る
と
同
時

に
、
秘
密
を
か
か
え
た
自
己
の
存
在
に
対
す
る
内
面
的
な
葛
藤
を
生

じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
か
つ
て
の
恋
人
に
よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ
る

結
末
は
、
君
江
の
葛
藤
を
悲
劇
に
昇
華
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
軽
は

ず
み
な
虚
栄
心
、
野
心
に
端
を
発
す
る
悪
事
の
報
い
で
あ
る
と
同
時

に
、
君
江
の
成
長
譚
の
完
結
を
意
味
し
て
い
る
。
真
相
を
知
っ
た
昭

信
と
房
江
は
君
江
に
深
く
同
情
し
、
彼
女
を
本
物
の
侯
爵
家
の
令
嬢

と
し
て
葬
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
野
心
や
虚
栄
心
を
捨
て
た
君
江

の
改
心
が
彼
女
を
本
物
の
貴
婦
人
に
す
る
と
い
う
展
開
は
、
健
全
な

通
俗
的
道
徳
性
を
標
榜
し
た
菊
池
幽
芳
の
家
庭
小
説
7
の
限
界
で
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
を
君
江
の
野
心
そ
の
も
の
の
成
就
と
み
な
す
解
釈
は

拒
否
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
女
天
一
坊
の
陰
謀

と
そ
の
破
綻
の
物
語
は
、
よ
り
良
い
結
婚
を
望
む
一
人
の
現
代
女
性

の
成
長
の
物
語
と
背
中
合
わ
せ
に
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

女
天
一
坊
な
ど
と
呼
ぶ
と
い
さ
さ
か
大
時
代
に
な
る
が
、
結
婚
を

通
し
た
自
己
実
現
の
願
望
を
も
つ
ヒ
ロ
イ
ン
、
端
的
に
い
え
ば
よ
り

良
い
結
婚
相
手
を
自
分
で
選
ぼ
う
と
考
え
る
女
性
は
、
あ
る
種
の
捻

れ
を
伴
う
も
の
の
、
家
庭
小
説
に
決
し
て
珍
し
い
登
場
人
物
で
は
な

い
。
正
確
に
い
え
ば
、
よ
り
良
い
結
婚
相
手
を
自
分
で
選
ぶ
の
で
は

な
く
、
相
応
し
い
結
婚
相
手
と
し
て
選
ば
れ
る
よ
う
に
仕
向
け
る
と

い
う
の
が
、
明
治
三
〇
年
代
の
中
流
階
層
の
若
い
女
性
の
結
婚
に
与

る
能
動
性
の
一
般
的
な
限
界
値
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、

そ
も
そ
も
、
前
述
し
た
「
金
色
夜
叉
」
の
宮
は
ま
ず
そ
の
よ
う
な
女

性
の
代
表
で
あ
る
。
し
か
し
、
富
山
唯
継
と
の
結
婚
の
真
意
を
明
か

に
し
な
い
ま
ま
、
貫
一
の
恨
み
に
よ
っ
て
宮
は
堪
え
る
女
に
変
わ
っ

て
し
ま
う
。「
乳
姉
妹
」
の
君
江
に
し
て
も
、
彼
女
の
秘
密
を
握
る
高

濱
の
再
登
場
以
降
、
堪
え
る
女
の
傾
向
を
深
め
る
の
で
、「
己
が
罪
」
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序
盤
で
の
環
、「
金
色
夜
叉
」
の
宮
、
そ
し
て
「
乳
姉
妹
」
の
君
江

は
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
野
心
や
虚
栄
心
に
よ
る
軽
は
ず
み
な
振
る

舞
い
に
対
す
る
懲
罰
的
な
物
語
回
路
が
発
動
し
て
、
堪
え
る
女
へ
の

路
線
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
点
で
互
い
に
似
通
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
結
婚
を
め
ぐ
る
若
い
女
性
の
野
心
や
虚
栄
心
に
対
す
る
懲
罰
的

な
物
語
の
展
開
は
、
家
庭
小
説
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
明
治
四
〇

年
に
『
東
京
朝
日
新
聞
』『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
同
時
連
載
さ
れ
る
夏

目
漱
石
の
最
初
の
長
編
新
聞
小
説
「
虞
美
人
草
」
の
藤
尾
に
も
共
通

す
る
事
態
と
考
え
る
の
は
決
し
て
突
飛
な
発
想
で
は
な
い
。
ヒ
ロ
イ

ン
の
行
動
に
対
し
て
明
確
に
否
定
的
な
価
値
が
付
与
さ
れ
る
物
語
展

開
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
金
色
夜
叉
」
の
愛
読
者
が
宮
の
運
命
に
つ
い

て
紅
葉
に
詰
め
寄
っ
た
と
さ
れ
る
伝
説
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
若
い

弟
子
の
藤
尾
へ
の
共
感
を
た
し
な
め
る
漱
石
の
書
簡
な
ど
か
ら
も
明

白
な
よ
う
に
8
、
よ
り
良
い
結
婚
相
手
を
自
ら
選
ぼ
う
と
す
る
ヒ
ロ

イ
ン
へ
の
同
時
代
の
若
い
読
者
の
共
感
は
、
決
し
て
小
さ
く
な
い
の

で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
正
統
な
「
金
色
夜
叉
」
の
物
語
の
中
で
は
間
貫

一
を
誘
惑
し
て
宮
の
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
美び

じ人
ク
リ
ー
ム
赤
樫
満
枝

が
、
本
編
で
の
限
定
的
な
登
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
正
統
的
な
ス

ピ
ン
オ
フ
作
品
群
の
中
で
、
荒
尾
譲
介
と
並
ん
で
強
い
脚
光
を
浴
び

る
登
場
人
物
と
な
る
こ
と
は
、
大
衆
文
化
的
な
想
像
力
が
同
時
代
の

規
範
的
女
性
像
の
無
意
識
に
共
鳴
す
る
事
態
を
示
し
て
い
る
。

だ
が
、
芝
翫
と
の
戦
い
に
勝
利
を
収
め
る
新
派
も
、
能
動
的
な
ヒ

ロ
イ
ン
の
主
題
系
を
自
ら
の
演
目
に
う
ま
く
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
同
時
代
の
若
い
観
客
か
ら
圧
倒
的
な
喝
采

を
得
た
「
新
派
悲
劇
」
の
主
題
系
列
は
、
能
動
的
な
ヒ
ロ
イ
ン
の
主

題
系
を
抑
圧
し
、
彼
女
た
ち
を
堪
え
る
女
性
の
物
語
の
中
に
回
収
し

て
し
ま
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
芝
翫
の
家
庭
小
説
劇
も
、「
乳
姉

妹
」
の
房
江
で
は
な
く
君
江
を
自
ら
の
役
柄
と
し
て
選
択
し
た
点

で
、
同
時
代
の
若
い
観
客
の
意
識
／
無
意
識
と
の
接
点
を
確
保
す
る

試
み
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
が
、
そ
の
試
み
は
短
い
期
間
で
途
絶
し

て
し
ま
う
。
芝
翫
が
演
じ
た
史
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
に

よ
っ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
英
雄
で
あ
っ
て
、
現
実
社
会
を
生
き

る
若
い
女
性
と
の
距
離
は
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
松
井
須

磨
子
の
ノ
ラ
（
イ
プ
セ
ン
「
人
形
の
家
」
明
治
四
四
年
一
一
月
、
文

芸
協
会
第
二
回
公
演
）
や
マ
グ
ダ
（
ズ
ー
ダ
ー
マ
ン
「
故
郷
」
明
治

四
五
年
五
月
、
文
芸
協
会
第
三
回
公
演
）
が
、
自
己
の
自
由
の
た
め

に
、
夫
、
子
供
、
家
庭
、
親
を
捨
て
る
女
性
像
を
前
景
化
し
て
、
現

代
女
性
の
抱
え
る
問
題
を
提
起
す
る
の
は
も
う
数
年
先
の
出
来
事
に

な
る
の
だ
が
、
新
劇
に
よ
る
根
源
的
、
普
遍
的
で
あ
る
と
同
時
に
先

鋭
的
、
論
争
的
な
問
題
提
起
の
以
前
に
、
家
庭
小
説
／
家
庭
小
説
劇

の
描
き
出
し
た
女
性
像
は
、
同
時
代
の
規
範
的
女
性
像
と
よ
り
密
着
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し
た
か
た
ち
で
、
現
代
女
性
の
抱
え
る
問
題
を
形
象
化
す
る
回
路
を

示
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
新
派
と
歌
舞
伎
の
あ
い
だ
に
、
そ

の
後
の
新
劇
の
方
向
性
と
も
、
ま
た
新
歌
舞
伎
の
方
向
性
と
も
異
な

る
か
た
ち
で
、
現
代
青
年
の
リ
ア
ル
を
掬
い
取
る
演
劇
領
域
が
想
定

で
き
た
の
で
な
い
か
と
考
え
る
が
、
そ
れ
は
果
た
さ
れ
な
い
夢
に
終

わ
る
の
で
あ
る
。

＊

三
木
竹
二
は
明
治
三
九
年
の
演
劇
界
を
総
括
し
て
、
主
な
小
説
翻

案
劇
と
し
て
次
の
リ
ス
ト
を
示
す
（
三
木
竹
二
「
明
治
三
十
九
年
の

劇
壇
」『
歌
舞
伎
』
Ｍ
40
・
１
よ
り
作
成
）。

田
口
掬
汀
原
作
「
伯
爵
夫
人
」
／
菊
池
幽
芳
原
作
「
夏
子
」
／

菊
池
幽
芳
原
作
「
筆
子
」
／
町
田
楓
村
原
作
「
橘
英
男
」
／
島

崎
藤
村
原
作
「
破
戒
」
／
伊
原
青
々
園
原
作
「
子
煩
悩
」
／
森

田
思
軒
原
作
「
無
名
氏
」
／
泉
鏡
花
原
作
「
通
夜
物
語
」
／
小

杉
天
外
原
作
「
縁
不
縁
」
／
佐
藤
紅
緑
脚
本
「
侠
艶
録
」（
広
津

柳
浪
「
乱
菊
物
語
」、
小
栗
風
葉
「
鬘
下
地
」
が
原
作
）
／
村
井

弦
斎
原
作
・
脚
本
「
酒
道
楽
」
／
柳
川
春
葉
原
作
・
脚
本
「
や

ど
り
木
」
／
柳
川
春
葉
原
作
・
脚
本
「
母
の
心
」

依
然
と
し
て
家
庭
小
説
劇
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
だ

が
、
自
然
主
義
文
学
の
隆
盛
の
直
前
、
文
学
の
世
界
の
動
向
を
容
易

に
見
極
め
る
の
が
困
難
な
時
期
で
あ
る
と
は
い
え
、
島
崎
藤
村
「
破

戒
」
を
除
け
ば
、
文
学
界
の
新
し
い
流
れ
と
結
び
つ
く
可
能
性
を

持
っ
た
演
劇
作
品
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
明
治
三
〇
年
代

の
家
庭
小
説
の
流
行
が
実
現
し
た
、
新
し
い
文
学
と
新
し
い
演
劇
の

連
動
と
い
う
出
来
事
は
、
こ
の
時
期
に
一
息
つ
い
た
か
た
ち
と
な

り
、
文
学
と
演
劇
は
新
た
な
関
係
性
を
模
索
す
る
時
期
に
入
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

［
付
記
］
本
論
は
、「
新
派
百
三
十
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
派
再

考
」」（
立
教
大
学
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
七
日
）
に
お
け
る
報
告

に
基
づ
い
て
い
る
。

【
注
】

1　

伊
原
青
々
園
『
團
菊
以
後
』（
相
模
書
房
、
一
九
三
七
年
）
な
ど
。

2　
『
近
代
歌
舞
伎
年
表　

大
阪
編
』（
八
木
書
店
）、
利
倉
幸
一
編
著
『
続
々
歌

舞
伎
年
代
記　

坤
』（
演
劇
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）、『
歌
舞
伎
座
百
年
史
』

（
松
竹
、
一
九
九
五
年
）、
雑
誌
『
歌
舞
伎
』
な
ど
か
ら
作
成
。
劇
場
名
の
な
い

も
の
は
す
べ
て
東
京
座
。
演
目
は
主
な
も
の
に
限
り
、
括
弧
内
に
主
な
役
名
を

示
し
た
。
月
末
初
日
の
興
行
は
翌
月
に
配
置
し
て
あ
る
。

3　

渡
辺
保
『
明
治
演
劇
史
』（
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
）

4　

家
庭
小
説
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
杉
山
光
信
・
大
畑
裕
嗣
・
金
子
明
雄
・
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吉
見
俊
哉
「
近
代
日
本
に
お
け
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
運
動
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」

（『
東
京
大
学
新
聞
研
究
所
紀
要
』
第
41
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
）
第
３
章
お
よ

び
金
子
明
雄
「「
家
庭
小
説
」
と
読
む
こ
と
の
帝
国

―
『
己
が
罪
』
と
い
う

問
題
領
域
」（
小
森
陽
一
他
編
『
メ
デ
ィ
ア
・
表
象
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
小
沢

書
店
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

5　

注
４
、「「
家
庭
小
説
」
と
読
む
こ
と
の
帝
国

―
『
己
が
罪
』
と
い
う
問
題

領
域
」
参
照
。

6　

家
庭
小
説
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
受
動
性
に
つ
い
て
は
、
金
子
明
雄
「
小
説
に
似
る

小
説
：『
虞
美
人
草
』」（『
漱
石
研
究
』
第
十
六
号
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
参

照
。

7　

注
４
、「
近
代
日
本
に
お
け
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
運
動
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
参

照
。

8　

紅
葉
の
場
合
は
あ
く
ま
で
も
伝
説
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
と
ど
ま
る
が
、
受

容
層
の
興
味
関
心
を
示
す
象
徴
的
な
事
例
と
し
て
、
真
偽
に
か
か
わ
ら
ず
意

義
を
持
つ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
漱
石
に
関
し
て
は
、「
小
宮
豊
隆
宛
書

簡　

一
九
〇
七
年
七
月
一
九
日
」
参
照
。

�

（
立
教
大
学
文
学
部
教
授
）




